























では、第 1研究の条件を満たす 16～25歳の小児がん経験者の親を対象とした。 
Ⅲ.結果 







2.第 2 研究：小児がん経験者が自立に向かうことを親が支えていくプロセス 

























3.第 1・第 2研究の結果の関係と、小児がん経験者と親および親子関係に対する看護援助 
小児がん経験者が自立に向かうプロセスと親が支えていくプロセスは相互に対応関係が
あり、親子が相互作用しながら子どもが自立に向かい、親が支えることで親子関係の発達
につながっていくと考えられる。子どもが先行して社会生活への意欲と自立心を親に示す
ことを、親が受け止め子どもの意欲を後押しするという親子関係が示唆される。しかし、
親は心配が先行し慎重に子どもの手を離していくことで、先を見通して社会生活と健康管
理のバランスをとるサポート役を果たしていると考えられる。看護者は、第 1研究結果の
小児がん経験者の体調や生活・発達的変化を親と共有し想定した上で、本人の意思を尊重
した調整、本人の健康管理や生活ペースの見守り、アイデンティティ獲得の過程で病気に
向き合う姿勢と社会で生きる姿勢が主体的に統合される自我発達の見守りをする必要性が
示唆される。また、親の葛藤の受け止めや親子間の相互理解の促進も必要である。 
Ⅵ.結論 
小児がん経験者が健康管理と社会生活を両立させ自立に向かうプロセスは、【制約のなか
での調整】を起点とし、【普通と自由への挑戦】【制約からの解放】を経て、主体的に病気
体験を糧にしてがんに向き合い【自力で生きる術の獲得と準備】へ変化していた。小児が
ん経験者の自立を親が支えていくプロセスは、【慎重な行動を支持】を起点に、【見守りと
葛藤】を経て【子どもを認め任せる】姿勢へと変化していた。これらのプロセスは親子が
相互作用しながら親子関係を発達させていく過程であることが示唆された。 
